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安全で安心して暮らせるまちづくりをめざして

発 行

釧 路 市 連 合 町 内 会
008585059‖路市黒金町7丁 目5番地

釧路市役所内

電話 0154-314255

直通電話・Fax 0154-23-2101

地 区 連 会 長 懇 談 会 >>> 町内会活動一歩前進のため、町内会の課題を共有 しました。

2月 に実施 した 「釧路市連合町内会地区連会長

懇談会」の主な発言をご紹介します。

○市役所職員はこちらからの要望にテキパキと

スピード感良く応えてくれている。感謝 している。

○街路灯が新しくなって 10年になる。更新に補

助が手厚いと助かる。今は「8割補助」というが、

上限が 1万円となっており、実質的には 6害1ぐ ら

いにしかなっていない。

◇鶴間市長 :半年先ぐらいに予算を考えながら方

向性を示させていただく。

○地区会館の利用が減っている。利用促進に努め

ているが、運営は厳しい。会館、地域、利用者そ

れぞれ意見を聞いてなんとか維持できるように

していただきたい。地区会館は地域活動、市民活

動の欠かせない拠点施設でこれがなくなると地

域力、市民力がどんどん失われていくと思 う。

○会館運営 に

必要 な支出 も

極力節減 に努

めているが、最

終的 には利用

者に負担を求めざるを得ない。 しかし、収支不

足を一挙に解決するだけのアップは難 しいと考

え、30%のアップに止めた。

◇早坂市民環境部長 :昨年、地区会館役員の方々

と意見交換をする場を持つ中で出た課題は 2つ。
「役員の人材確保」と「年々重くなる財政負担」。

人材については皆さんと一緒に考えていきたい。

収支 については

利用促進 につな

がる情報 を提供

することでサポ

― 卜していきたい。

○町内会のメリッ トが昔から比べるとそれほ

ど感 じられていない。昔は冠婚葬祭含めて地域

の繋がりが強かつたが、これが薄れている。「暗

くなると街路灯が点灯することは自然な事で

はなくて、町内会の維持 。点検があつて成 り立

つている」と周知に努めてる。

○町内会活性化に向けた課題について、取り組

むべき方向性を連町として出すべきでないかc

◇黒木会長 :当 連町で方向性を提示できていな

いのは申し訳ない。まずは参考事例の情報収集

に努め、集めた情報を提供 していきたい。

〇町内会に入つている人が不公平にあつてい

る。例えば街路灯の電気料金、そしてごみステ

ーション。これらは町内会に入つてない人も使

つているが、費用を負担し、管理しているのは

町内会。そうではなく、町内会に入つている人

の方が有利だと感 じる仕組みを作った方が良

いんじゃないかと思つている。

○大きな公営住宅の解体は自治会の消滅をも

たらすことになる。一方その跡地利用の方向性

が見えないのは地域が困る。近所には戸建ての

町内会員もいることなので、行政ともつと話し

合いたいと思つている。

市連町定期総会のご案内 (町内会長さんへのご案内です)

下記の日程で釧路市連合町内会定期総会を行います。

都合のつかない会長さんは代理を立てていただくようお願いします。なお、議案への賛否

は書面でもできますので、代理を立てられないときは書面での賛否連絡をお願いいたします。

記

日 時  5月 17日 (土)午後 1時 30分から

場 所  倒1路市生涯学習センター 2階多目的ホール

※ 出席のご案内及び議案書は町内会長さん宅にお送りします。(4月 末発送予定)



「共に地域で暮らし続けるために」(地域福祉フォーラム)

3月 6日 (木 )、 北海道認知症介護指導者でも

ある閉そよかぜ専務取締役酒井賢一氏を講師

として「共に地域で暮 らし続けるために～認知

症を知 り、私たちにできること～」をテーマに

した「地域福祉フォーラム」が開催 されました。

講演のキーワー ドを紹介 します。     
‐

○人 と人 とのつなが りそのものがセーフティ
ーネット。・人口減による担い手の不足や、

地縁、血縁、社縁 といったつなが りが弱まっ

ている現状を踏まえ、人 と人、人 と社会が支

え合 う取組みが生まれやすいような環境を

整える必要がある。

○地域包括ケアシステム・。このシステムは

① 「要介護状態になっても、可能な限り、

住み慣れた地域や自宅で生活し続け、人生

最期のときまで自分らしく生きたい」とい

う本人の望みと家族の支え方などをベー

スに、②老後はどこで誰とどのように暮ら

すかを尊重し、③自立した生活がどのよう

にできるか、しようとするかの意識の上

で、④一人ひとりにあつた「医療 。介護」
「介護 。リハビリテーション」「保健・予

防」を考え自立した生活を続けられるよう

地域ぐるみで支える仕組みです。

防災研修会のご案内 「防災推進のメッセンジャーになつて<ださい !」

地震や津波などの災害時、被害を小 さくするために町内会で何ができるでしようか。町内

会ができることは発災前に「災害に備える知識・意識を住民に提供する」こと、発災時に「共

助の意識を持って共に逃げる」ことではないかと市連町では考えています。

連町が行 うこの防災研修会は、参加者が知識を得ることに主眼があるのではなく、住民の

皆さんに 「災害に備えよう」「共に逃げよう」とい う気持ちを持ってもらうために 「町内会

が行動をおこしてください」とお願いすることに主眼がありますc是非、そのような意識を

もつてご参力日ください。

町主催防災研修

○ 日 時 7月 9日 (水 )

午前 10時～午後 12時 30分

○場 所 釧路市消防本部体育館

○研修対象者

町内会及び協力団体の役員

○研修テーマ (予定 )

① 発災から避難生活までの場面において個人がなすべき基本事項

② 緊急時のおける町内会員相互の協力事項

③ 町内会における防災研修会の企画方法、町内会員が必要とする情報の所在確認

○町内会関係者の申し込み

町内会長宛に申込書を送つていますので、その申込書でお申し込みください。

固連町事務局 Ce131 4255、 e―mail rencyo9460bz03.plala.or.jp)

【令和 6年度防災研修会の様子】

事故は思わぬときに、思わぬところでおきます。町内会活動も例外ではありません。令和

6年度には当連合町内会でもレンタルしていた発電機の損傷への補償、草苅機で石を飛ばし

て窓ガラスや車両に損害を与えた際の補償、町内会活動中に転倒 し足を骨折した人への補償

(継続中)のため保険金が支払われています。掛け金が年間 1世帯60円 ですので、通院費

等の補償金額は大きいものとは感じないかもしれませんが、被害を与えた相手先への誠意あ

る交渉など保険会社さんの対応には大変心強いものがあります。申込み期限が間近になつて

いますので、加入意思のある場合は至急事務局にご連絡ください。
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ク
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方
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今
回
は
、
あ
ら
た
め
て
脳
外
科
疾
患
を

部
門
別
に
提
示
し
て
み
ま
す
。

〈
罹

ぶ
む

り
た
く
な
い
脳
外
科
疾
患

（治
ら
な
い
の
で
）
〉

①
脳
梗
塞
、
②
脳
内
出
血
、
③
ク
モ
膜
下

出
血
、
④
悪
性
脳
腫
瘍

詰
ま

っ
た
血
管
を
治
す
、
溜
ま

っ
た
血

種
を
除
去
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
傷

ん
だ
脳
は
現
在
の
治
療
で
は
基
本
治
せ
な

い
治
ら
な
い
の
で
、
①
②
③
で
脳
が
大
き

く
傷
ん
だ
場
合
、
生
じ
た
半
身
不
随
な
ど

の
脳
症
状
は
治
ら
ず
後
遺
症
に
な
る
の
で

す
。
従

っ
て
罹
り
た
く
な
い
疾
患
で
あ
り
、

や
り
た
い
こ
と
は
予
防
で
す
Э
①
②
の
原

因
で
あ
る
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
一局
脂
血
症
、

喫
煙
、
心
房
細
動
に
普
段
か
ら
気
を
付
け

る
、
対
応
す
る
こ
と
で
す
。
薬
の
副
作
用

は
基
本
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
要

な
薬
も
飲
ん
で
対
応
し
ま
す
。
③
は
事
前

に
動
脈
瘤
の
治
療
を
す
る
と
い
う
予
防
が

あ
り
ま
す
。
④
は
予
防
も
な
く
治
療
抵
抗

性
の
厳
し
い
病
気
で
す
。

（
罹
っ
て
も
治
せ
る
脳
外
科
疾
患

〉

①
良
性
脳
腫
瘍
、
②
慢
性
硬
膜
下
血
種
、

③
水
頭
症
、
④
顔
面
痙
攣
、
⑤
三
叉
神
経

痛
、
⑥
耳
鳴
り
の

一
部
、
⑦
眼
球
突
出
充

血
の

一
部

脳
が
傷
ん
で
し
ま

っ
て
い
る
程
重
症
に

な
ら
な
け
れ
ば
、
発
症
後
で
も
手
術
な
ど

で
治
る
治
せ
る
疾
患
で
す
。
む
し
ろ
是
非

脳
外
科
で
的
確
に
診
断
さ
れ
て
治
療
を
受

け
た
い
で
す
。
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病
変
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＊
脊
髄
損
傷

重
症
だ
と
下
半
身
不
随
車
椅
子
生
活
に

な
り
、
脊
髄
も
脳
同
様
傷
ん
だ
部
分
は
治

ら
な
い
の
で
後
遺
症
に
な
り
ま
す
ｃ
も
と

も
と
脊
髄
に
余
裕
が
な
い
状
態
で
な
り
や

す
い
の
で
、
そ
う
ゆ
う
方
は
転
倒
頭
部
強

打
に
注
意
で
す
。
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①
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管
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ヘ
ル
ニ
ア
、
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頚
椎
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、
③
良
性
脊
髄
腫
瘍

こ
れ
ら
は
脊
髄

・
脊
髄
神
経
が
圧
迫
さ

れ
て
手
や
下
肢
の
し
び
れ
痛
み
運
動
麻
痺

症
状
を
呈
し
ま
す
。
脊
髄
が
傷
ん
で
し
ま

つ
て
い
る
程
重
症
に
な

っ
て
い
な
け
れ

ば
、
手
術
で
圧
迫
を
解
除
し
て
治
る
治
せ

る
疾
患
で
す
。
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脳
の
病
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だ
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で
は
な
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（検
査
で
分
か
ら
な
い
）
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①
頭
痛

（片
頭
痛
）
、
②
認
知
症

（ア
ル
ツ

ハ
イ

マ
ー
型
）
、
③
不
眠
④
夜
間
頻
尿

的
確
に
診
断
し
、
適
切
な
薬

。
注
射
で
、

治
る
治
せ
る
疾
患
で
す
。
最
新
の
画
期
的

な
治
療
薬
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

（
脳
の
病
気
か
も
し
れ
な
い
が

原
因
が
分
か
ら
な
い
〉

①
ふ
ら
つ
き

（め
ま
い
）
、
②
下
肢
の
し
び

れ
冷
感
、
③
倦
怠
感

検
査
で
異
常
な
く
加
齢
が

一
因
か
も
し

れ
ず
、
い
か
ん
と
も
し
難
い
で
す
が
、
薬
が

効
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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みんなでつくろう ゴミのないまち きれいなふるさと

歴
史
を
紡
ぐ
地
域
の
力
、

釧
路
市
副
市
長
　
苦
口
　
野
】

一陸
　
」碍

日
本
各
地
で
人
口
減
少

。
少

子
高
齢
化
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

地
方
都
市
の

一
部
は

「消
滅
可

能
性
都
市
」
と
ま
で
区
分
さ
れ

る
時
代
に
な

っ
て
い
ま
す
。
日

本
の
人
口
は
、
明
治
維
新
の
時
は

約
３
３
０
０
万
人
、
昭
和
２
０
年

の
終
戦
時
は
約
７
２
０
０
万
人
ま

で
増
加
し
、
平
成

１
６
年
に
約

１
億
２
７
８
４
万
人
と
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
そ
の
後
は
人
口
減
少
に
突

入
し
、
今
後
は
人
口
減
少
が
加
速
す
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

町
内
会
は
、
日
中
戦
争
以
降
に
整
備
さ

れ
、
戦
時
下
に
お
け
る
住
民
の
団
結
と
国

策
の
浸
透
、
経
済
統
制
が
目
的
だ

っ
た
と

資
料
の
中
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
１
５

年
に

「部
落
会
町
内
会
等
整
備
要
領
」
が

作
ら
れ
、
村
に
は

「部
落
会
」、
町
に
は

「町

内
会
」
、
そ
の
下
に

「隣
組
」
を
置
く
こ
と

が
定
め
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
の
よ
う
で
す
。

戦
時
下
で
の
住
民
の
団
結
や
国
の
統
制

と
い
う
時
代
か
ら
、
情
報
化
の
進
展
や
Ａ

Ｉ
技
術
が
生
活
の
中
に
広
が

っ
て
い
る
現

代
社
会
に
お
い
て
、
住
ん
で
い
る
地
域
の

人
々
の
つ
な
が
り
や

コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
が
失

わ
れ
、
町
内
会
役
員
の
高
齢
化
な
ど
、

町
内
会
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
す
ｃ

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
地
域

の

こ
と
に
今

一
度
目
を
向
け
て
、
住
ん
で

い
る
方
に
と

つ
て
満
足
度
や
幸
福
度
を

高
め
る
た
め
に
、
昔
と
違

う
意
味
で

「地
域
の
団
結
」

を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
今
年
は
戦

後
８
０
年
を
迎
え
ま
す
。

多
く
の
尊

い
命
が
犠
牲
と
な

つ
た
歴
史

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
新
し
い
時
代
に

向
か

っ
て
、
新
し
い
つ
な
が
り
を
市
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た

い

と
思
い
ま
す
。

市
民
憲
章

1.元気で働き、明るく豊かなまちをつくりましょう。  1.人にやさしく、心ふれあう温かいまちをつくりましょう。

1.き まりを守り、安全で安心な住みよいまちをつくりましょう。 1.文化を高め、命を尊ぶ平和なまちをつくりましょう。

l.緑 を育て、自然豊かなされいなまちをつくりましょう。 1.頻 F土を愛し、世界に誇れるまちをつくりましょう。

令禾□7年第3回理事会報告

第 3回理事会を 4月 10日 (木)に行いま

した。協議事項は次のとお りでした。

【協議・確認事項】          ・

(1)令和 6年度各会計決算

(2)令和 7年度行事予定 (案 )

(3)令和 7年度各会計予算 (案 )

(4)会貝J改正 (案 )

(5)役員改選 (案) (以上は総会の議案です。)

(6)全市一斉清掃 (4/20)の確認

(7)防災研修会の実施内容

【連絡事項等】

各種提出届の確認など

防災、健康づ くり、市の政策や産業などに
ついて、さまざまな講座を開設 しています。
町内会や各サークルの学習会、職場の研修会

などにご利用 ください。

対象 :市内に在住・在学・在勤してい

る方で 10人以上 (9人以下の場合は

要相談)で構成された団体

□ 教育委員会生涯学習課 31-4579

詳しくはJl路市のHPから→

地域の環境整備にご協力<ださい

連合町内会では、春や秋の一斉清掃の他に

4月 から10月 までの間、定期的な環境整備

活動 (公園等の清掃や花壇づくりなど)を推

進 しています。できる範囲でご協力 くださる

ようお願い します。

万:][li■留猶 .訴

日時 :5月 24日 (土 )、 25日 (日 )

■■ 主な行事予定 ■■

5月 17日 (上)市連町定期総会
6月  5日 (木)理事会
6月 10日 (火)剣‖路管内町内会連絡協議会総会

※次回の連町通信は、6月 25日発行です。

両日10時～ (雨天時 12～ 15時 )

場所 :鶴ヶ岱公園 (雨天時 鶴ケ岱武道館)

問合先 :同実行委員会 口22-2232

連町通信は、赤い羽根共同募金の
支援を受けて発行しています。


